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 令和２年余市町議会第３回定例会会議録（第３号） 

 

開 議  午前１０時００分 

閉 会  午前１１時５５分 

 

                                                 

 

 〇招 集 年 月 日              

  令和２年９月１４日（月曜日）       

 

 〇招 集 の 場 所              

  余市町議事堂               

 

 〇開     議              

  令和２年９月１６日（水曜日）午前１０時 

 

 〇出 席 議 員  （１６名）       

  余市町議会議長  ３番 中 井 寿 夫 

  余市町議会副議長 １７番 土 屋 美奈子 

  余市町議会議員  ２番 吉 田   豊 

      〃      ４番 藤 野 博 三 

      〃      ５番 内 海 博 一 

      〃      ６番 庄   巖 龍 

      〃      ８番 白 川 栄美子 

      〃      ９番 寺 田   進 

      〃     １０番 彫 谷 吉 英 

      〃     １１番 茅 根 英 昭 

      〃     １２番 近 藤 徹 哉 

      〃     １３番 安 久 莊一郎 

      〃     １４番 大 物   翔 

      〃     １５番 中 谷 栄 利 

      〃     １６番 山 本 正 行 

      〃     １８番 岸 本 好 且 

 

 〇欠 席 議 員  （１名）        

  余市町議会議員  １番 野 呂 栄 二 

 

 〇出 席 者              

  余 市 町 長  齊 藤 啓 輔 

    副    町    長  細 山 俊 樹 

    総  務  部  長  須 貝 達 哉 

  総 務 課 長  増 田 豊 実 

  企 画 政 策 課 長  阿 部 弘 亨 

    地 域 協 働 推 進 課 長  羽 生 満 広 

  財 政 課 長  髙 橋 伸 明 

  税  務  課  長  紺 谷 友 之 

  民 生 部 長  上 村 友 成 

  福 祉 課 長  照 井 芳 明 

  子育て・健康推進課長  芹 川 かおり 

  保 険 課 長  中 島   豊 

  環 境 対 策 課 長  成 田 文 明 

  経 済 部 長  渡 辺 郁 尚 

  農 林 水 産 課 長  濱 川 龍 一 

  商 工 観 光 課 長  橋 端 良 平 

  建 設 水 道 部 長  千 葉 雅 樹 

  建 設 課 長  篠 原 道 憲 

  まちづくり計画課長  庄 木 淳 一 

  下 水 道 課 長  北 島 貴 光 

  水 道 課 長  奈 良   論 

  会計管理者（併）会計課長  秋 元 直 人 

  農業委員会事務局長  水 野 貴 司 

  教 育 委 員 会 教 育 長  前 坂 伸 也 

  教 育 部 長  中 村 利 美 

  学 校 教 育 課 長  髙 田 幸 樹 

  社 会 教 育 課 長  浅 野 敏 昭 
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  選挙管理委員会事務局長 
               石 川 智 子 
  （ 併 ） 監 査 委 員 事 務 局 長 
 

 

 〇事務局職員出席者             

  事  務  局  長  杉 本 雅 純 

  主         幹  枝 村   潤 

  書         記  小 林 宥 斗 

 

 〇議 事 日 程             

  第 １ 議案第 ３号 余市町議会議員及び 

      余市町長の選挙における選挙運動の 

      公費負担に関する条例案      

  第 ２ 議案第 ４号 余市町過疎地域自立 

      促進市町村計画の変更について   

  第 ３ 議案第 ５号 工事請負契約の締結 

      について             

  第 ４ 議案第 ６号 工事請負契約の締結 

      について             

  第 ５ 議案第 ７号 町有財産の取得につ 

      いて               

  第 ６ 議案第 ８号 令和元年度余市町水 

      道事業会計未処分利益剰余金の処分 

      について             

  第 ７ 議案第 ９号 北海道町村議会議員 

      公務災害補償等組合規約の変更につ 

      いて               

  第 ８ 議案第１０号 北海道市町村職員退 

      職手当組合規約の変更について   

  第 ９ 議案第１１号 北海道市町村総合事 

      務組合規約の変更について     

  第１０ 認定第 １号 令和元年度余市町水 

      道事業会計決算認定について    

  第１１ 意見案第１号 新型コロナウイルス 

      感染症の影響に伴う地方財政の急激 

      な悪化に対し地方税財源の確保を求 

      める要望意見書          

  第１２ 意見案第２号 ドクターヘリの安定 

      ・持続的運用への支援強化を求める 

      要望意見書            

  第１３ 意見案第３号 新型コロナウイルス 

      感染症対策の強化を求める要望意見 

      書                

  第１４ 意見案第４号 国土強靱化に資する 

      道路の整備等に関する要望意見書  

  第１５ 意見案第５号 地方自治体のデジタ 

      ル化の着実な推進を求める要望意見 

      書                

  第１６ 意見案第６号 種苗法の改定に関す 

      る要望意見書           

  第１７ 閉会中の継続審査調査申出について 

                              

開 議 午前１０時００分 

〇議長（中井寿夫君） ただいまから令和２年余

市町議会第３回定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は16名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立

いたしました。 

 なお、野呂議員は通院のため遅刻の旨届出があ

りましたことをご報告申し上げます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 昨日議会運営委員会が開

催されましたので、その結果について委員長から

の報告を求めます。 

〇８番（白川栄美子君） 昨日委員会室におきま

して議会運営委員会が開催されましたので、その

審議経過並びに結果につきまして私からご報告申

し上げます。 

 委員７名の出席がありましたことをご報告申し

上げます。 

 今回審議されました内容につきましては、追加

案件についてであります。新たに追加されました

案件は、意見案６件、閉会中の継続審査調査申出

についてでございます。 
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 なお、日程の割り振りにつきましては、議員各

位のお手元に日程表が配付されておりますので、

省略させていただきます。 

 さらに、内容につきましてご報告申し上げます。 

 日程第11、意見案第１号 新型コロナウイルス

感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める要望意見書ないし日程

第16、意見案第６号 種苗法の改定に関する要望

意見書までの意見案６件につきましては、議員発

議でありますので、それぞれ即決にてご審議いた

だくことに決しました。 

 なお、意見案第１号ないし意見案第４号につき

ましては、一括上程の上、ご審議いただくことに

決しました。 

 日程第17、閉会中の継続審査調査申出について

であります。 

 以上を申し上げまして、議会運営委員会の報告

といたします。 

〇議長（中井寿夫君） 委員長の報告が終わりま

した。 

 ただいま議会運営委員会の委員長から報告あり

ましたとおり、意見案６件、閉会中の継続審査調

査申出についてを本日の日程に追加し、議題とす

ることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見案６件、閉会中の継続審査調査申

出についてを本日の日程に追加し、議題とするこ

とに決定いたしました。 

 なお、追加後の日程は、お手元に配付の日程表

のとおりであります。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第１、議案第３号 余

市町議会議員及び余市町長の選挙における選挙運

動の公費負担に関する条例案を議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（増田豊実君） ただいま上程されま

した議案第３号 余市町議会議員及び余市町長の

選挙における選挙運動の公費負担に関する条例案

につきまして、その提案理由をご説明申し上げま

す。 

 このたびご提案申し上げます余市町議会議員及

び余市町長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例案につきましては、公職選挙法（昭和

25年法律第100号）の一部を改正する法律（令和２

年法律第45号）が令和２年６月12日に公布され、

同年12月12日に施行されることに伴い、余市町に

おきましても町議会議員及び町長の選挙における

立候補に係る環境の改善のため当該選挙に係る選

挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビラの作成及

び選挙運動用ポスターの作成に要する費用の公費

負担に関する事項を定めるため、本議会に条例案

をご提案申し上げる次第でございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第３号 余市町議会議員及び余市町長の選

挙における選挙運動の公費負担に関する条例案。 

 余市町議会議員及び余市町長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例を次のとおり制定

する。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町議会議員

及び余市町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例。 

 （趣旨） 

 第１条 この条例は、公職選挙法（昭和25年法

律第100号。以下「法」という。）第141条第８項、

第142条第11項及び第143条第15項の規定に基づ

き、余市町議会議員及び余市町長の選挙における

法第141条第１項の自動車（以下「選挙運動用自動

車」という。）の使用、法第142条第１項第７号の

ビラ（以下「選挙運動用ビラ」という。）の作成

及び法第143条第１項第５号のポスター（以下「選

挙運動用ポスター」という。）の作成の公費負担
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に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （選挙運動用自動車の使用の公費負担） 

 第２条 余市町議会議員及び余市町長の選挙に

おける候補者（以下「候補者」という。）は、６

万4,500円に、その者につき法第86条の４第１項、

第２項、第５項、第６項又は第８項の規定による

候補者の届出のあった日から当該選挙の期日の前

日（法第100条第４項の規定により投票を行わない

こととなったときは、同条第５項の規定による告

示の日。第４条において同じ。）までの日数を乗

じて得た金額の範囲内で、選挙運動用自動車を無

料で使用することができる。ただし、当該候補者

に係る供託物が法第93条第１項（同条第２項にお

いて準用する場合を含む。）の規定により町に帰

属することとならない場合に限る。 

 （選挙運動用自動車の使用の契約締結の届出） 

 第３条 前条の規定の適用を受けようとする者

は、道路運送法（昭和26年法律第183号）第３条第

１号ハに規定する一般乗用旅客自動車運送事業を

経営する者（以下「一般乗用旅客自動車運送事業

者」という。）その他の者（次条第２号に規定す

る契約を締結する場合には、当該適用を受けよう

とする者と生計を一にする親族のうち、当該契約

に係る業務を業として行う者以外の者を除く。）

との間において選挙運動用自動車の使用に関し有

償契約を締結し、余市町選挙管理委員会（以下「委

員会」という。）が定めるところにより、その旨

を委員会に届け出なければならない。 

 （選挙運動用自動車の使用の公費負担額及び支

払手続） 

 第４条 町は、候補者（前条の規定による届出

をした者に限る。）が同条の契約に基づき当該契

約の相手方である一般乗用旅客自動車運送事業者

その他の者（以下「一般乗用旅客自動車運送事業

者等」という。）に支払うべき金額のうち、次の

各号に掲げる区分に応じ当該各号に定める金額

を、第２条ただし書に規定する要件に該当する場

合に限り、当該一般乗用旅客自動車運送事業者等

からの請求に基づき、当該一般乗用旅客自動車運

送事業者等に対し支払う。 

 （１） 当該契約が一般乗用旅客自動車運送事

業者との運送契約（以下「一般運送契約」という。）

である場合 当該選挙運動用自動車（同一の日に

おいて一般運送契約により２台以上の選挙運動用

自動車が使用される場合には、当該候補者が指定

するいずれか１台の選挙運動用自動車に限る。）

のそれぞれにつき、選挙運動用自動車として使用

された各日についてその使用に対し支払うべき金

額（当該金額が６万4,500円を超える場合には、６

万4,500円）の合計金額 

 （２） 当該契約が一般運送契約以外の契約で

ある場合 次に掲げる区分に応じ、それぞれに定

める金額 

 ア 当該契約が選挙運動用自動車の借入契約

（以下「自動車借入契約」という。）である場合 

 当該選挙運動用自動車（同一の日において自動

車借入契約により２台以上の選挙運動用自動車が

使用される場合には、当該候補者が指定するいず

れか１台の選挙運動用自動車に限る。）のそれぞ

れにつき、選挙運動用自動車として使用された各

日についてその使用に対し支払うべき金額（当該

金額が１万5,800円を超える場合には、１万

5,800円）の合計金額 

 イ 当該契約が選挙運動用自動車の燃料の供給

に関する契約である場合 当該契約に基づき当該

選挙運動用自動車に供給した燃料の代金（当該選

挙運動用自動車（これに代わり使用される他の選

挙運動用自動車を含む。）が既に前条の規定によ

る届出に係る契約に基づき供給を受けた燃料の代

金と合算して、7,560円に当該候補者につき法第

86条の４第１項、第２項、第５項、第６項又は第

８項の規定による候補者の届出のあった日から当

該選挙の期日の前日までの日数から前号の契約が

締結されている日数を除いた日数を乗じて得た金
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額に達するまでの部分の金額であることにつき、

委員会が定めるところにより、当該候補者からの

申請に基づき、委員会が確認したものに限る。） 

 ウ 当該契約が選挙運動用自動車の運転手の雇

用に関する契約である場合 当該選挙運動用自動

車の運転手（同一の日において２人以上の選挙運

動用自動車の運転手が雇用される場合には、当該

候補者が指定するいずれか１人の運転手に限る。）

のそれぞれにつき、選挙運動用自動車の運転業務

に従事した各日についてその勤務に対し支払うべ

き報酬の額（当該報酬の額が１万2,500円を超える

場合には、１万2,500円）の合計金額 

 （選挙運動用自動車の使用の契約の指定） 

 第５条 前条の場合において、選挙運動用自動

車の使用に関し同一の日につき同条第１号に定め

る契約と同条第２号に定める契約とのいずれもが

締結されているときは、当該日については、これ

らの号に定める契約のうち当該候補者が指定する

いずれか一の号に定める契約のみが締結されてい

るものとみなして、同条の規定を適用する。 

 （選挙運動用ビラの作成の公費負担） 

 第６条 候補者は、第８条に定める選挙運動用

ビラ１枚当たりの作成単価に選挙運動用ビラの作

成枚数（当該作成枚数が、選挙の区分に応じ法第

142条第１項第７号に定めるビラの枚数を超える

場合には、同号に定めるビラの枚数）を乗じて得

た金額の範囲内で、選挙運動用ビラを無料で作成

することができる。この場合においては、第２条

ただし書の規定を準用する。 

 （選挙運動用ビラの作成の契約締結の届出） 

 第７条 前条の規定の適用を受けようとする者

は、ビラの作成を業とする者（以下「ビラ作成業

者」という。）との間において選挙運動用ビラの

作成に関し有償契約を締結し、委員会が定めると

ころにより、その旨を委員会に届け出なければな

らない。 

 （選挙運動用ビラの作成の公費負担額及び支払

手続） 

 第８条 町は、候補者（前条の規定による届出

をした者に限る。）が同条の契約に基づき当該契

約の相手方であるビラ作成業者に支払うべき金額

のうち、当該契約に基づき作成された選挙運動用

ビラの１枚当たりの作成単価（当該作成単価が７

円51銭を超える場合には、７円51銭）に当該選挙

運動用ビラの作成枚数（当該候補者を通じて、選

挙の区分に応じ法第142条第１項第７号に定める

選挙運動用ビラの枚数の範囲内のものであること

につき、委員会が定めるところにより、当該候補

者からの申請に基づき、委員会が確認したものに

限る。）を乗じて得た金額（１円未満の端数があ

る場合には、その端数は、１円とする。）を、第

６条後段において準用する第２条ただし書に規定

する要件に該当する場合に限り、当該ビラ作成業

者からの請求に基づき、当該ビラ作成業者に対し

支払う。 

 （選挙運動用ポスターの作成の公費負担） 

 第９条 候補者は、第11条に定める選挙運動用

ポスターの１枚当たりの作成単価に選挙運動用ポ

スターの作成枚数（当該作成枚数が、当該選挙に

おけるポスター掲示場（余市町選挙ポスター掲示

場設置条例（昭和58年余市町条例第17号）第１条

の規定により設置されるポスターの掲示場をい

う。以下同じ。）の数に1.2を乗じて得た枚数（そ

の枚数に１枚未満の端数がある場合には、その端

数は、１枚とする。以下同じ。）を超える場合に

は、当該1.2を乗じて得た枚数）を乗じて得た金額

の範囲内で、選挙運動用ポスターを無料で作成す

ることができる。この場合においては、第２条た

だし書の規定を準用する。 

 （選挙運動用ポスターの作成の契約締結の届出） 

 第10条 前条の規定の適用を受けようとする者

は、ポスターの作成を業とする者（以下「ポスタ

ー作成業者」という。）との間において選挙運動

用ポスターの作成に関し有償契約を締結し、委員
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会が定めるところにより、その旨を委員会に届け

出なければならない。 

 （選挙運動用ポスターの作成の公費負担額及び

支払手続） 

 第11条 町は、候補者（前条の規定による届出

をした者に限る。）が同条の契約に基づき当該契

約の相手方であるポスター作成業者に支払うべき

金額のうち、当該契約に基づき作成された選挙運

動用ポスターの１枚当たりの作成単価（当該作成

単価が、525円６銭に当該選挙におけるポスター掲

示場の数を乗じて得た金額に５万円を加えた金額

を当該選挙におけるポスター掲示場の数で除して

得た金額（１円未満の端数がある場合には、その

端数は、１円とする。以下「単価の限度額」とい

う。）を超える場合には、当該単価の限度額）に

当該選挙運動用ポスターの作成枚数（当該候補者

を通じて、当該選挙におけるポスター掲示場の数

に1.2を乗じて得た枚数の範囲内のものであるこ

とにつき、委員会が定めるところにより、当該候

補者からの申請に基づき、委員会が確認したもの

に限る。）を乗じて得た金額を、第９条後段にお

いて準用する第２条ただし書に規定する要件に該

当する場合に限り、当該ポスター作成業者からの

請求に基づき、当該ポスター作成業者に対し支払

う。 

 （委任） 

 第12条 この条例の施行に関し必要な事項は、

委員会が定める。 

 附則 

 （施行期日） 

 １ この条例は、令和２年12月12日から施行す

る。 

 （適用区分） 

 ２ この条例は、この条例の施行日以後その期

日を告示される選挙について適用し、この条例の

施行の日の前日までにその期日を告示された選挙

については、なお従前の例による。 

 以上、議案第３号につきまして提案理由をご説

明申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご

決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 今回全く新しい条例がで

きるということなので、実際に運用するとなった

らどうなるのだろうかなという点を含めて幾つか

伺ってまいりたいのですけれども、これ見ていま

すとポスターについては何となくイメージがつい

たのです。例えば立候補したいという人がいて、

ポスターを作ってくださいと業者さんにお願いを

して、金額幾らですとなったときに、お金の請求

は業者のほうから来た場合払うという仕組みにな

っておるので、恐らく立候補予定者と業者さんの

間では要は選管に請求する金額を差し引いたもの

を払っていただくという形に多分実際はなるのだ

ろうなと思うのです。その辺どうなのかなという

のが１つと、あとほかの運転手さんだったり、自

動車だったり、ガソリン代だったりなのですけれ

ども、正直出るか出ないかというのはその日の朝

以降、初日に立候補届が出ないと分からないわけ

です。いろいろうわさは飛ぶけれども。そうなっ

た場合にこれの精算って一体どのタイミングで行

うことになるのかなと。有償契約結んだ場合とか

といろいろ書いていますけれども、ではこの契約

というものはがっちりした契約書を出さなければ

いけないのか。車の場合でしたらそうだと思うの

ですけれども、ではガソリン代どうなるかという

と、どこか特定のスタンドさんと書面で契約交わ

して、それと一緒に領収書かレシートを持ってい

くという形になるのか、あるいはこれだけ使いま

したというふうに事後申請をしていくのか、その

辺の運用がよく分からないので確認込めて伺いた

いのです。よろしくお願いします。 

〇議長（中井寿夫君） 答弁調整のため暫時休憩



 

－83－ 

 

します。 

休憩 午前１０時２３分 

                              

再開 午前１０時３７分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 14番、大物議員への答弁を求めます。 

〇選挙管理委員会事務局長（石川智子君） 答弁

調整のため貴重なお時間をお借りしましてありが

とうございました。 

 14番、大物議員のご質問に答弁申し上げます。

ポスターの作成及びガソリンの供給の有償契約に

関わる事業者から余市町に対して請求をもらい、

公費負担の限度額内でお支払いすることとなりま

す。 

〇14番（大物 翔君） 私はポスターとガソリン

代のことも聞きましたけれども、自動車のことも

聞いておりまして、いつの時点で請求を起こして、

どういう書類で契約とみなされるものであって、

かついつ精算するのですかということを聞いてい

るのですけれども。お時間かけてお話合いされて

いるのでしょうけれども、どうしてそこ答弁して

くれないのですか。 

〇選挙管理委員会事務局長（石川智子君） 14番、

大物議員の再度の質問に答弁申し上げます。 

 自動車の精算時期なのですけれども、選挙が終

わりましてからそれぞれの、ポスターもそうなの

ですけれども、ポスター、ガソリン代、自動車に

ついても全て選挙が終わりましてから事業者から

直接請求をいただくことになります。 

〇14番（大物 翔君） もちろん国の法律がそう

なっているから、それに準拠してやっているとい

うのは当然理解した上で今申し上げたいのですけ

れども、そうなると本来この公選法改正をしよう

というそもそもの議論の発端は多様な人が立候補

できるようにする環境をつくろうではないかとい

うのが出発点だったと思うのです。その中の一つ

には、お金がかかり過ぎる選挙は変えていこうで

はないかという趣旨だってあったはずなのです。

ところが、現実どうかといえば、供託金、町村で

いけば15万円積まなければならない。さらに、そ

れとは別に通常どおりの経費が発生した上で事後

精算をするという形になろうかと思うのです。果

たしてこれでいわゆるお金のかからない選挙とい

うものが実現できるのだろうかなと。そもそも手

持ちのお金持っている人でなければますます立候

補できない環境をつくってしまうことにこれなる

のではないのかなという懸念があるのですが、そ

の辺どういうふうに考えていらっしゃいますか。 

（「議事進行」の声あり） 

〇６番（庄 巖龍君） ただいまの発言につきま

しては、本議案の提案趣旨とは全くかけ離れた議

論になると思いますので、その辺につきましては

考慮した形で議長の采配をお願いいたします。 

〇議長（中井寿夫君） ただいま14番、大物議員

の質疑中であります。 

 今の本来的に公職選挙法改正の趣旨に反するの

ではないかという質問でありますが、それについ

て答弁があればお願いをしたいと思います。 

〇選挙管理委員会事務局長（石川智子君） 14番、

大物議員のご質問に答弁申し上げます。 

 法の趣旨に関するご質問については答える立場

にございませんので、ご理解賜りたいと存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号については委員会の付託を

省略することに決しました。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号 余市町議会議員及び余市

町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例案は、原案のとおり可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第２、議案第４号 余

市町過疎地域自立促進市町村計画の変更について

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇企画政策課長（阿部弘亨君） ただいま上程さ

れました議案第４号 余市町過疎地域自立促進市

町村計画の変更についてにつきまして、その提案

理由をご説明申し上げます。 

 余市町過疎地域自立促進市町村計画につきまし

ては、平成28年度から本年度までの５か年間を計

画期間として、過疎地域自立促進特別措置法第６

条の規定に基づき本町における計画を策定し、議

決をいただいたところでございます。当該計画を

変更する場合には、過疎地域自立促進特別措置法

第６条第７項の規定により、当該自治体議会の議

決を経た上で総務大臣、農林水産大臣及び国土交

通大臣に計画を提出することとされており、当該

計画に登載された事業につきましては、過疎対策

事業債の申請が可能となるものでございます。今

般本年度以降において実施する２件の事業につい

て新たに計画に追加いたしたく、余市町過疎地域

自立促進市町村計画の変更についてご提案を申し

上げるものでございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第４号 余市町過疎地域自立促進市町村計

画の変更について。 

 余市町過疎地域自立促進市町村計画を変更した

いので、過疎地域自立促進特別措置法（平成12年

法律第15号）第６条第７項の規定に基づき、議会

の議決を求める。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町過疎地域

自立促進市町村計画の変更について。 

 余市町過疎地域自立促進市町村計画を次のよう

に変更する。 

 ３ 交通通信体系の整備、情報化及び地域間交

流の促進の（１）現況と問題点の③ 情報化の推

進中「また、」を削り、次のように加える。 

 移動通信サービスは音声通話機能や電子メール

による情報伝達やインターネットによる情報収集

・情報発信といった機能から重要なライフライン

の一つとなっているほか、災害時等の有効な緊急

手段としての役割を担っており、町内で移動通信

サービスを安定的に利用できる環境の整備が必要

となっている。 

 ３ 交通通信体系の整備、情報化及び地域間交

流の促進の（２）その対策に次のように加える。 

 サ 町内全域の超高速ブロードバンド化を推進

する。 

 シ 町内の移動通信サービス環境整備に努め

る。 

 ３ 交通通信体系の整備、情報化及び地域間交

流の促進の（３）計画の表の２ 交通通信体系の

整備、情報化及び地域間交流促進の部に次のよう

に加える。 

 （６）電気通信施設等情報化のための施設、通

信用鉄塔施設、移動通信無線局施設整備事業、余

市町。その他の情報化のための施設、超高速ブロ

ードバンド施設整備事業、余市町。 

 以上、上程されました議案第４号につきまして

提案理由をご説明申し上げましたので、よろしく

ご審議の上、ご決定を賜りますようお願い申し上
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げます。 

 なお、参考資料として計画に係る新旧対照表を

添付しておりますので、ご高覧を賜りたいと存じ

ます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号 余市町過疎地域自立促進

市町村計画の変更については、原案のとおり可決

されました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午前１０時５０分 

                              

再開 午前１１時００分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第３、議案第５号 工

事請負契約の締結についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇建設課長（篠原道憲君） ただいま上程されま

した議案第５号 工事請負契約の締結について、

提案理由のご説明を申し上げます。 

 このたびご提案申し上げました工事請負契約の

締結につきましては、令和２年度豊浜橋架け替え

工事であります。本件の豊浜橋につきましては、

豊浜町内の町道豊浜線に配置されております地域

唯一の生活道路にあって、昭和33年に供用されて

から60年以上が経過し、橋梁自体の経年劣化や部

材の損傷が著しいことから、道路の安全性、信頼

性を確保するために新たに架け替えをするもので

あります。架け替え後の新橋梁としましては、橋

長11.54メートル、幅員6.7メートルの上部構造を

プレストレストコンクリート橋の構造形式とする

単純桁橋梁となっております。 

 工事の概要といたしましては、この橋を架け替

えるに当たりまして代替道路がないことから、仮

橋、仮道を配置した後に旧橋梁の撤去、新橋梁の

桁を支える橋台、くい基礎などの下部工事と橋台

保護のための護岸工事を行うものでありまして、

交差する湯内川の渇水期に合わせて施工するもの

でございます。去る８月19日に公募型指名競争入

札に付しましたところ、落札により相手方の決定

を見ましたので、議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

より議会の議決を求めるべくご提案申し上げる次

第であります。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第５号 工事請負契約の締結について。 

 次の工事請負契約について、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

（昭和39年余市町条例第15号）第２条の規定によ

り議会の議決を求める。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 記。 
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 １、契約の目的、令和２年度豊浜橋架替工事。 

 ２、契約の方法、公募型指名競争入札。 

 ３、契約金額、一金9,163万円也。 

 ４、工期、自令和２年９月24日、至令和３年３

月22日。 

 ５、契約者、余市町長、齊藤啓輔。 

 ６、契約の相手方、中村・古垣特定共同企業体、

代表者、余市郡余市町黒川町1294番地６、中村建

設株式会社代表取締役社長、中村公彦。 

 以上、議案第５号につきまして提案理由のご説

明を申し上げましたので、よろしくご審議、ご決

定を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料を添付してございますので、ご

高覧賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第５号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号 工事請負契約の締結につ

いては、原案のとおり可決されました。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 日程第４、議案第６号 工

事請負契約の締結についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇水道課長（奈良 論君） ただいま上程されま

した議案第６号 工事請負契約の締結について、

提案理由のご説明を申し上げます。 

 このたびご提案申し上げました工事請負契約の

締結につきましては、令和２年度重要給水施設配

水管更新工事３工区であります。 

 概要といたしましては、入舟町から浜中町の一

般国道229号歩道内に布設されております鋳鉄管

は供用から65年以上が経過し、老朽化が進んでお

り、耐震性のある水道管に更新することにより重

要拠点への給水を確保するものであります。新設

する配水管布設延長は426.7メートルとなり、更新

後に旧配水管の撤去工事を行うものでございま

す。去る８月19日に公募型指名競争入札に付しま

したところ、落札により相手方の決定を見ました

ので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第２条の規定により議会の

議決を求めるべくご提案申し上げる次第でありま

す。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第６号 工事請負契約の締結について。 

 次の工事請負契約について、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例

（昭和39年余市町条例第15号）第２条の規定によ

り議会の議決を求める。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次ページをお開き願います。 

 記。 

 １、契約の目的、令和２年度重要給水施設配水

管更新工事（３工区）。 

 ２、契約の方法、公募型指名競争入札。 

 ３、契約金額、一金9,510万2,700円也。 

 ４、工期、自令和２年９月24日、至令和３年２
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月25日。 

 ５、契約者、余市町長、齊藤啓輔。 

 ６、契約の相手方、高橋・庄木特定共同企業体、

代表者、余市郡余市町黒川町７丁目78番地、株式

会社高橋配管設備代表取締役、高橋哲雄。 

 以上、議案第６号につきまして提案理由のご説

明を申し上げましたので、よろしくご審議、ご決

定賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料を添付してございますので、ご

高覧賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 何年か前から順次耐震化

への布設替え、進んでいっているところだと思う

のですけれども、余市町も御多分に漏れずなかな

か古い水道管、たくさん埋まっている状態ですけ

れども、今回この工事を行うことによって耐震化

率は全体の何％になるのかというのが１つ。 

 また、先ほどの説明の中で65年以上経過してい

るのがここなのだという話だったのですけれど

も、では60年以上経過している余市の水道管とい

うのは全部で何キロまだ残っているのかと。それ

についてはどうしていこうと考えているのか、お

願いします。 

〇水道課長（奈良 論君） 14番、大物議員のご

質問にご答弁申し上げます。 

 令和２年度、今回の重要給水の部分で整備され

ます耐震化率につきましては、10.98％となる見込

みとなってございます。 

 全体の65年という表現でございましたけれど

も、60年以上の延長のありますものにつきまして

は全部で鋳鉄管の部分で860メーター、ＤＰＰその

他で３万2,480メーター、ＤＰＰＫ型の部分で

524メーター、あと耐震の継ぎ手の部分で6,934メ

ーターとなっているところでございますが、この

部分につきましても老朽化につきましては随時計

画を持って取り進めてまいりたいと考えておりま

すので、ご理解賜りたいと思います。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第６号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号 工事請負契約の締結につ

いては、原案のとおり可決されました。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 日程第５、議案第７号 町

有財産の取得についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（増田豊実君） ただいま上程されま

した議案第７号 町有財産の取得についてにつき

まして、その提案理由をご説明申し上げます。 

 このたびご提案申し上げます町有財産の取得に

ついてにつきましては、令和２年第２回臨時会と

令和２年第３回臨時会において議決をいただきま

した新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金及び公立学校情報機器整備費補助金による

ＧＩＧＡスクール構想に伴う児童生徒１人当たり

１台の情報機器購入についてでございます。去る
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８月25日、指名競争入札に付し、落札により相手

方の決定を見ましたので、議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条

の規定により本議会にご提案申し上げる次第でご

ざいます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第７号 町有財産の取得について。 

 次のとおり、余市町立小中学校情報機器を取得

したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例（昭和39年余市町条

例第15号）第３条の規定により議会の議決を求め

る。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。 

 記。 

 １、取得の目的、余市町立小中学校情報機器取

得。 

 ２、財産の取得の種類及び数量、児童生徒用情

報機器1,165台。 

 ３、取得の方法、指名競争入札。 

 ４、取得の価格、一金5,228万5,200円也。 

 ５、取得の相手方、余市郡余市町黒川町３丁目

134番地、株式会社ホンダ代表取締役、本多宏行。 

 以上、議案第７号につきまして提案理由をご説

明申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご

決定賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料といたしまして入札の経過を添

付してございますので、ご高覧いただきたいと存

じます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） かねてから進めていまし

た情報機器の整備、やっとここまで来たなという

ところなのですけれども、町有財産としてこれ取

得していくわけなのですけれども、では財産であ

り、これ電子機器でございますけれども、この分

野、非常に変化が速い分野ですので、劣化、損耗

も速いと認識しておるのですけれども、財産とし

て見た場合、これの耐用年数、どのぐらいとして

見ていらっしゃるのかなと。 

 財産でございますから、当然減価償却発生して

いくと思うのですけれども、それをどのぐらいで

償却というふうに処理しようとされているのかな

と。 

 その２点、お願いします。 

〇議長（中井寿夫君） 答弁調整のため暫時休憩

します。 

休憩 午前１１時１６分 

                              

再開 午前１１時２９分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 14番、大物議員への答弁を求めます。 

〇学校教育課長（髙田幸樹君） 答弁調整のため

貴重なお時間をいただきましてありがとうござい

ます。 

 14番、大物議員のご質問に答弁させていただき

たく存じます。パーソナルコンピューターの耐用

年数となりますが、財務省によりますとパーソナ

ルコンピューターの耐用年数は４年というふうに

なってございます。 

 さらに、減価償却の件につきましては、今回の

購入につきましては1,165台の購入になりますの

で、１台当たりの単価が50万円未満となってござ

いますので、減価償却の対象にはならないという

ふうに認識しておるところでございますので、ご

理解お願いしたいと思います。 

〇10番（彫谷吉英君） このパソコンはどこのメ

ーカーか、それと型番です。デスクトップかノー

トパソコンか、それをちょっと聞きたいと思いま

す。 

〇学校教育課長（髙田幸樹君） 10番、彫谷議員

のご質問に答弁させていただきたく存じます。 



 

－89－ 

 

 パソコン、今回の購入機器に関するメーカーに

つきましてはＮＥＣとなってございます。 

 それから、デスクトップかノートパソコンかと

いうことでございますが、こちらにつきましては

ノートパソコン型にもなりますし、折り畳んで端

末というか、タブレット型にもなる機種になって

ございます。ご理解賜りたいと存じます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号 町有財産の取得について

は、原案のとおり可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第６、議案第８号 令

和元年度余市町水道事業会計未処分利益剰余金の

処分についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇水道課長（奈良 論君） ただいま上程されま

した議案第８号 令和元年度余市町水道事業会計

未処分利益剰余金の処分について、提案理由のご

説明を申し上げます。 

 このたび令和元年度余市町水道事業会計の決算

におきまして当年度純利益により未処分利益剰余

金が発生したことから、余市町水道事業の剰余金

の処分等に関する規定に定めた基準に基づき、そ

の一部を減債積立金への積立て措置を行いたく、

ご提案申し上げるものであります。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第８号 令和元年度余市町水道事業会計未

処分利益剰余金の処分について。 

 令和元年度余市町水道事業会計未処分利益剰余

金を次のとおり処分することについて、地方公営

企業法（昭和27年法律第292号）第32条第２項の規

定により、議会の議決を求める。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次ページをお開き願います。 

 記。 

 令和元年度余市町水道事業会計未処分利益剰余

金5,896万117円のうち130万円を減債積立金に積

立て、残余を繰り越すものとする。 

 以上、議案第８号につきまして提案理由のご説

明を申し上げましたので、よろしくご審議の上、

ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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 討論なしと認めます。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号 令和元年度余市町水道事

業会計未処分利益剰余金の処分については、原案

のとおり可決されました。 

                       

〇議長（中井寿夫君） さきに議会運営委員会の

委員長から報告がありましたように、日程第７、

議案第９号 北海道町村議会議員公務災害補償等

組合規約の変更について、日程第８、議案第10号 

 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更につ

いて、日程第９、議案第11号 北海道市町村総合

事務組合規約の変更についての以上３件を一括議

題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、日程第７ないし日程第９を一括議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（増田豊実君） ただいま一括上程と

なりました議案第９号ないし議案第11号までの議

案３件につきまして、その提案理由をご説明申し

上げます。 

 このたびご提案申し上げます規約の変更につき

ましては、山越郡衛生処理組合が令和２年３月

31日をもって解散したこと、奈井江、浦臼町学校

給食組合が令和２年９月30日をもって解散したこ

と、札幌広域圏組合が令和元年７月31日をもって

解散したことに伴うそれぞれの組合規約の一部を

変更する必要が生じたため、本議会にご提案申し

上げる次第でございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第９号 北海道町村議会議員公務災害補償

等組合規約の変更について。 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第１

項の規定により、北海道町村議会議員公務災害補

償等組合規約を次のとおり変更する。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。北海道町村議会

議員公務災害補償等組合規約の一部を変更する規

約。 

 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約

（昭和43年５月１日地方第722号指令許可）の一部

を次のように変更する。 

 別表第１中「山越郡衛生処理組合」、「奈井江、

浦臼町学校給食組合」及び「札幌広域圏組合」を

削る。 

 附則 

 この規約は、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第286条第１項の規定による総務大臣の許可の日

から施行する。 

 次に、一括上程されております議案第10号 北

海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第10号 北海道市町村職員退職手当組合規

約の変更について。 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第１

項の規定により、北海道市町村職員退職手当組合

規約を次のとおり変更する。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。北海道市町村職

員退職手当組合規約の一部を変更する規約。 

 北海道市町村職員退職手当組合規約（昭和32年

１月23日32地第175号指令許可）の一部を次のよう

に変更する。 

 別表（２）一部事務組合及び広域連合の表渡島

管内の項中「山越郡衛生処理組合、」を削り、同

表空知管内の項中「、奈井江、浦臼町学校給食組

合」を削る。 

 附則 
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 この規約は、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第286条第１項の規定による総務大臣の許可の日

から施行する。 

 次に、一括上程されております議案第11号 北

海道市町村総合事務組合規約の変更について議案

を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第11号 北海道市町村総合事務組合規約の

変更について。 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第１

項の規定により、北海道市町村総合事務組合規約

を次のとおり変更する。 

 令和２年９月14日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。北海道市町村総

合事務組合規約の一部を変更する規約。 

 北海道市町村総合事務組合規約（平成31年２月

22日市町村第1877号指令）の一部を次のように変

更する。 

 別表第１石狩振興局（12）の項中「（12）」を

「（11）」に改め、「、札幌広域圏組合」を削り、

同表渡島総合振興局（16）の項中「（16）」を「（15）」

に改め、「、山越郡衛生処理組合」を削り、同表

空知総合振興局（32）の項中「（32）」を「（31）」

に改め、「、奈井江、浦臼町学校給食組合」を削

る。 

 別表第２の９の項中「、札幌広域圏組合」、「、

山越郡衛生処理組合」及び「、奈井江、浦臼町学

校給食組合」を削る。 

 附則 

 この規約は、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第286条第１項の規定による北海道知事の許可の

日から施行する。 

 以上、一括上程となりました議案第９号ないし

議案第11号につきまして提案理由をご説明申し上

げましたので、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 一括議題の議案３件についてこれより質疑を行

います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 まず、議案第９号についてお諮りいたします。

本案につきましては、会議規則第38条第３項の規

定により委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号 北海道町村議会議員公務

災害補償等組合規約の変更については、原案のと

おり可決されました。 

 次に、議案第10号についてお諮りいたします。

本案につきましては、会議規則第38条第３項の規

定により委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第10号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第10号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第10号 北海道市町村職員退職手

当組合規約の変更については、原案のとおり可決

されました。 

 次に、議案第11号についてお諮りいたします。

本案につきましては、会議規則第38条第３項の規

定により委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第11号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第11号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第11号 北海道市町村総合事務組

合規約の変更については、原案のとおり可決され

ました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第10、認定第１号 令

和元年度余市町水道事業会計決算認定についてを

議題といたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、さき

に議会運営委員会の委員長から報告のとおり、議

長並びに議会選出の監査委員を除く議員15名をも

って構成する令和元年度余市町水道事業会計決算

特別委員会を設置し、閉会中といえども審査、調

査のできますことを付け加え、付託申し上げるこ

とにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案については議長並びに議会選出の

監査委員を除く議員15名をもって構成する令和元

年度余市町水道事業会計決算特別委員会を設置

し、閉会中といえども審査、調査のできますこと

を付け加え、付託申し上げることに決しました。 

 なお、ただいま設置されました特別委員会に対

しましては、審査、調査の円滑化を図るため、地

方自治法第98条の規定による書類の検閲及び検査

の権限を付与することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、ただいま設置されました特別委員会に

対し、地方自治法第98条の規定による書類の検閲

及び検査の権限を付与することに決しました。 

 なお、本会議終了後、301、302号会議室におい

て特別委員会を開催いたしますので、ご参集願い

ます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 次に、さきに議会運営委

員会の委員長から報告がありましたように、日程

第11、意見案第１号 新型コロナウイルス感染症

の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税

財源の確保を求める要望意見書、日程第12、意見

案第２号 ドクターヘリの安定・持続的運用への

支援強化を求める要望意見書、日程第13、意見案

第３号 新型コロナウイルス感染症対策の強化を

求める要望意見書、日程第14、意見案第４号 国

土強靱化に資する道路の整備等に関する要望意見

書の以上４件を一括議題とすることにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、日程第11ないし日程第14を一括議題と

いたします。 

 お諮りいたします。一括議題の意見案第１号な

いし意見案第４号につきましては、いずれも提出

者の説明及び委員会付託を省略することにいたし
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たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、提出者の説明及び委員会付託は省略す

ることに決しました。 

 別にご発言がなければ、まず意見案第１号を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見案第１号 新型コロナウイルス感

染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める要望意見書は、原案のと

おり可決されました。 

 次に、意見案第２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見案第２号 ドクターヘリの安定・

持続的運用への支援強化を求める要望意見書は、

原案のとおり可決されました。 

 次に、意見案第３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見案第３号 新型コロナウイルス感

染症対策の強化を求める要望意見書は、原案のと

おり可決されました。 

 次に、意見案第４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見案第４号 国土強靱化に資する道

路の整備等に関する要望意見書は、原案のとおり

可決されました。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 日程第15、意見案第５号 

 地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める

要望意見書を議題といたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、提出

者の説明を省略することにいたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、提出者の説明は省略することに決しま

した。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見案第５号については委員会の付託

を省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより意見案第５号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数であります。 

 よって、意見案第５号 地方自治体のデジタル

化の着実な推進を求める要望意見書は、原案のと

おり可決されました。 
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〇議長（中井寿夫君） 日程第16、意見案第６号 

 種苗法の改定に関する要望意見書を議題といた

します。 

 お諮りいたします。本案につきましては、提出

者の説明を省略することにいたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、提出者の説明は省略することに決しま

した。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、意見案第６号については委員会の付託

を省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより意見案第６号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立少数であります。 

 よって、意見案第６号 種苗法の改定に関する

要望意見書は、否決されました。 

                       

〇議長（中井寿夫君） 日程第17、閉会中の継続

審査調査申出について。 

 各常任委員会並びに議会運営委員会の委員長か

ら、目下委員会において審査調査中の事件につき、

会議規則第74条の規定により、お手元に配付いた

しました申出のとおり閉会中の継続審査調査の申

出があります。 

 お諮りいたします。各委員長から申出のとおり、

閉会中の継続審査調査に付することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申出のとおり閉会中の継

続審査調査に付することに決しました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 以上で本日の日程は全て

終了いたしました。 

 よって、会議を閉じます。 

 これをもって令和２年余市町議会第３回定例会

を閉会いたします。 

閉 会 午前１１時５５分 
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